
 国際セミナー「Japan-ROK(ROK-

Japan) Economic Security Dialogue」をKIEPと共催  

 

2024年12月8日（日）、立命館大学東アジア平和協力研究センターでは韓国対外経済政策研究
院（KIEP）との共催で国際セミナー「Japan-ROK(ROK-Japan) Economic Security Dialogue」を
実施いたしました。このセミナーでは、アメリカ大統領選挙の結果を受け、日本と韓国の経済
安保を確保するために両国がどのような方向性で政策を形成し、確立させていくべきかについ
て議論を行いました。特に、中国に対する保護主義的な接近について両国ともに慎重に取り組
むべきとする指摘やアメリカの政権交代に対する対応策などが深く議論され、直近の韓国の政
治的不安が経済安保に及ぼす影響についても積極的な意見交換が行われました。経済政策にお
いて政府に強い影響力を持つKIEPの専門家を交えてのセミナーだったため、他ではあまり見られ
ない韓国政府のマインドセットの一部を確認することもできた有意なものとなりました。 

 

 立命館大学東アジア平和協力研究センターでは言語や分野に囚われず、様々な研究団体との学
術交流を積極的に行っております。  

 

●詳細  

日時 2024年12月8日（日）13:30-17:00  

会場 オークラホテル京都宴会場 曲水 

主催 KIEP、立命館大学東アジア平和協力研究センター  

後援 韓国国際交流財団（KF）  

 

●参加者 

AN Sungbae (KIEP, Vice President) 

HAN Hyoungmin (KIEP) 

HEO Jaichul (KIEP) 

CHO Sunghun (KIEP) 

MOON jiyoung (KIEP) 

LEE Dae-eun (KIEP) 

 

中川涼司 (立命館大学 国際関係学部 教授) 
中戸祐夫 (立命館大学 国際関係学部 教授) 
渡辺宏彰 (立命館大学 国際関係学部 教授) 
松村博行（岡山理科大学 経営学部 教授） 
張瑛周 （立命館大学東アジア平和協力研究センター 客員助教） 
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当日の写真 


